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政
治
上
及
び
信
仰
，上
の
自
に
對
す
る
英
國
段
の
奮
國
は
强
烈
な
る
動
搖
を
以
て
卜
。を
の 

•

周
圃
に
.澎
湃
せ
り
。
被
れ
自
身
は
典
の
中
に
茌
う
て
確
然
た
る
地
位
を
取
う
、而
し
て

X

&
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が
一
身
上
の
行
路
も
是
に

*

う
て
惑

«

せ
ら
れ
た
り
。
加
之

^

れ
の
思
想
亦
彼
れ
自
身
が
典

の
精
別
的
特
質
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繁
固
な
ら
し
め
且
つ
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成
せ
し
む
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第八號：

ご

.

彼
れ
の
周
圍
は
彼
れ
を
*.つ
て
政
治
學
の
硏
究
に
赴
か
し
め
、纏
て
又
其
の
國

1*
が
經
濟
生
活 

の

1

«

を
以

v
-
b
e
r
a
l

 

s
t
u
d
y

の
.對
境
た
ら
し
め

/2
り
。
第
十
七
世
紀
求
の
英
國

R
於
け
る
別 

子
論

#
史
は

J
oh
n L

o
c
k
e

の
大

«

を
得
て
、愈

i
其
の
光
彩

'^
大
な
ら
し
む
；
を

^

た
&

L
o
c
k
e

 

が
處
名
み
著

* so
m
e

 

Considerations 

of the 

Consequences 

L
owering of Interest 

ブ

 
2.

.S 

Raising the Value 

of 

I
n

 a

 Letter to 

a

 M
e
m
b
e
r

 

of .
p
a
y
u
_
m
t
.

が
初
-七
出
版
の
免
許
を
得 

/a
.る
.は
一
千

.六
百

.九

..十

一
年
十
 

'
一
月
一
一
.
.

ナ
七
日

.の

.
Z
と
に

.«
す
れ
'と
も
本
#
.
中
お
の

2

-^
の 

一一 

'を
占
む
る
利
子
低
減
論
は
凡
そ
、か

.
の
.
.

e
x
c
h
e
q
u
e
r

の
閉
鎖
せ
ち
れ

.た
：る
一
：千
六
百
七
十
ニ
年 

の
交
に
成

h

し
も
の
に
し
て
，一
千
六
西
九
十
年
.に
至
，ジ、彼
れ
は
之
に
貨
幣
陞
價
論
を
加
筆
せ 

る
な
-支

'

千
六
百
九
十
一
年
十
一
月
七
•日

®

同
書
献
永
の

：

手
節
參
照

)

。
而
し
て
彼
れ
は
今
や 

久
し
く
遺
却
せ
ら
れ
た
る

.
'其
の
舊
稿
を
閱
讀

.し
て
、當
時
に
於
け
る
彼
れ
の
思
想
が
其
の
約
，ニ
 

十
年
の
昔
に
於
て
饱
懷
せ
る
所

^

o

異
る
も
の
な

&

を
見
た

6
。
彼
れ
等
は
彼
れ
に
取

0

て
分 

依
然
と
し
て

»•
«

た
る
の

«

を
有
せ
る
な

り

。

著
者
が
本
書
を
、寄
せ
た
る
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i
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評

し

て
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這
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の

問

題

に

關

し
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に
.是
ょ

K
Vも
堅

.實
に
し

V
.

聰
明
な
る
言
說
を
行
ふ

こ

ど

能
は
ず

w

推
*'
す
る
に
吝
な
&
ざ 

>

、き。

(
g

も
彼
れ
は

r

千
六
百
九
十
六
年
に
於
け
る

.英
國
鑄
貨
制
度
の
復
舊
を
以
て
豪
：快
な 

る
も
餘
に
失
費
大
な

‘る
も
の
な
り
と
倣
し
、名
實
雨
價
値
同
一
な
る

»:
货
制
度
を
設
定
す
る
も
、
 

之

W

等
し
く
物
價
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o
m
a
b
i
e

V
J確
立
す
，る
に
あ
•ら
ざ
れ
ば
終
に
無
用
な
る

可

く

、

然
ら 

ず
ん
ば
貨
幣
に
山

t
v ̂

貨
;'
«

を

量

定

す

る

のB
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に
陷
る
を
免
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と
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け

6
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揭
：
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Considerations
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出
版
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翌
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一
千
六

.百

.九
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ニ
年
に
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0 '
後
一
千
六
百
九
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年

R
至
P

一
 

千
六
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九
十
五
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版
の
兩
小
册
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Further 
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ŝ
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E-eport c
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卷
せ
ら
れ

 Several Papers 
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Money, 

Ivierest 
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 Trade) &
c'Writ: 
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p
o
n

 several 
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i
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の
題
下
に
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の
姓
名
を

*
.し
て
出
版
し
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に
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四
‘年
、1

J

?

1

.十1
i

年
、
：
！

#

七
育
四
十
？

千

七
茚
九

十

：
'
四
年
、及

.び

.
其

の

他

數

し

次

刊 

行

せ

ら

れ
た
る

.彼

れ

の
全
集
中
に

'收
錄

.せ

ら

れ
^
b

。

泡

に
.J

'
B
o
n
a
r

の
.
所

見

の如
：
く
、
本
著 

梂

其
の
表
題
に
於
て
は
利
.子
低
減
及
び

貨
幣

®

値
陞

W

の
結

#

を
：論
じ
れ
る
も
の
に

過
？
 

ビ
雖
或

程
度
^

で
經
濟
暴
の

一
般
原
理
に
關

す

る
沉
論
た

.る
の
性

®

:

■を
：
具
有
す

る
も
の

.な

P 

(palgmve. 

Dictionary 

of PoHticai 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

V
O
L

 

p 

p. 

6
3
5
.)。

吾
人
は
姑
く

 

彼
れ
が
利
子

論 

V
J

 

關 

聯
し
て
叙
述
せ
ら
れ

た
る

其
の
經
濟
學
說
を
解

'
說
せ
ん

£

す
。 

ノ
 

.

『

貨
幣
借

入

の
代

，
價

?
0
 

。

£

,

穿

o
f 

M
o
n
e

VJ)

は
法

#

に
據
A

て
調
整
す
る
を
得

可

含 

や」

の
問

題

に
對
し
て

與

.へ
た
名

J
、o
o
k
e
の
解
答

«

1£
に

B
a
r
b
o
n

と

ISforth

と
の
小
道
を
行
く 

も
の
な
匕
彼
れ

は

大
體
論
と
し

て(generally speaking)

其
の
不
可
能
な

る

を
主
張

ぜ

t

即 

ち

何
人

2レ
雖
带
純

な
る

^

樂

ょ
办
し
て

貨
幣

を

借
入

れ
、卷

.し
く

は

利
子
を
支
拂
ふ

.潜
な
；く
、彼 

れ
等
を

し

て
借

入
の

煩
勞

V
J

失
費
と

を

忍

ぶ
の
已
む

な
き
に

至
も

し
む
る

も
の
は
貨
幣
の
窮 

乏
な

り
•而
し
て
之
に

對

す
る
欲
求
に
比
例
し
、

有

ゆ
る
人
は

.其
の

费
用
を
顧
る
こ

S
な
く
し
て 

之
'を
借
入
る

 
>

な
X
V

0

斯
く
て
其

の
道
に
老

B

な

る
' 齊
は

.

.常
ド
法

.

.禁へを

.
'囘
避
し
、刑

«1

,を
免

る 

>
の
手
殺
を
知
悉
す
る
な

b
。
.
然
ら
ば
這
般
の
法
制
よ
り
生
ず
可
き
必
然
の
結
，果
は
如

何
o 
'

0

1

に
貨
借
の

0
0

を
增
大
し

®

^
 0 
h
y
て
財
、富
：

g
v

基
麥

^

る
_

离
を
阻

*

す
可
ぐ

*第(

#

に
.

寒
婦
孤
兒
其
の
，他
抉
助
援
識
を
喪
す

.る
：こ
ど
最
も
大
な
‘
着
に
ー
對
し
七
有
害
な
る
結
果
を
.：及

* 

:
 
.
 

— 

.
 

.
 

•
 

,
 

-
 

■

す
可
く
、第
三
：に
貨
幣
の
眞
疋

^
し
て

.國
民
的

•な
る
價
値

，

?
e 

a
n
d

隱

onal 

value) 

^
推
：據 

し
て
之
を
貨
出
す
の
技
術
に
熟
達
せ
る
銀
行
業
者
、貨
金
周

.旋
人
及
び

’其

0.
餘
の
巧
妙
な
，る
仲 

次
人
の
利
益
を
著
し
く
增
加
せ
し
む
可
く
*第
四
に
恐
ら
く
は
國
民
，の

；.間

，に

偽

證

の

罪

舉

を

誘

致
す
る

R

至
る
可
し

;0
裳
.に
貨
幣
の
價
格
を
調
節
す
る
者
は
獨

!)
.貨
幣
の
霜

®

あ
る
の
み

。
'

•
 

'

吾
人
に
し
て

•若
し
鄉
萄

: ®
絹
物
又
は
其
の
他
の

.贊
物
に
對
し
て
偃
格

.を
設
定
す
る
の
困
難
.を 

想
ひ

‘飢
値
の
秋
に

Y際
.し
，食
料
品
の
相
場
を
決
楚
す
る

0
不
可
能
な
る

1を
知
ら
ば
、恐
ら
く
法
の 

力
に
依

P

て
規
定

.以
上
の
，利
子
を
徵
收
す
る
を
防
逷
す
る
こ
と

.能
は
ざ
る
の
.理を
闡
明
す
る 

を
得
可
し
。

貨
幣
は

.即
h
-
0
遍
的
貨
物
に
し
で
、其
の
交
易
に
缺
く
可

&

ざ
る
は
、宛
も
食

#;
の，

生
命
に
對
す
る
が
如
く
な
れ
ば
#.人
も
其
の
價
格
如
何
に
拘
ら
ず
、之
を
取
得
せ
ざ
る
可

&
:ヤ
、

.

 

、
-

而
し
て
其
の

.稀
少
な
る
，に
際
し
て
は
己
む
を

#

す
し
て
高
價
を

.支
拂
は

' ざ
る
を
得
す
。
加
之
、
 

企
業
と
等
し
く
消
费

©

借
も
亦
貨
幣
の
®
要
を
喚
起
す

る

な
ぅ
。
而
し
て

»

し
利
子
に
し
て 

四
分
に
低
減
せ
ら
れ
ん
か
、

®

エ
業
者
は
其

0
資
金
の
借
入
に
際
し
現
在
に
比

•し
、微
座

4
低
廉

策
-

H
J

 
怨

(

1
0H-
3) 

N 論

跳

汰

 

u-v
.
m
yダ

の

利

子

學

說

m

A
-m
,
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姑
十
ニ
猶

(

5

H
四)

.
論
説
次
ョ
ソ
、び

y

.

n

d識
. 

鄉
/v
i

六
-

•
K之
.を
享
得
す
る
こ
と
ま
ほ

f

の
^

5

て
ネ
個
の
有
害
な
る
結

I

隨
伴

‘す
る

S

る 

可
し
。
第
 

一u

彼
れ
等
は
吏
に
高

®

を
支

.挪
ふ
可
ぐ
、第
一
一
に
地
方
れ
.商
工
巍
を
鼓
舞
す
可
き 

貨
幣
を
殘
す
乙
ど
少
き
に
至
る
可
し
。
恭
し
法
定
利
子

(

1卷

1
.
-
1
7
^

に
し
て
自
然
利
手

(natural 

U
s
e

•
現
在
に
於
け
る
：貨
幣
の
稀
少
性
に
基

§

て
定
れ
る
も
の

)V
J

大
差
な
き
點
に
設
定
せ
ら
れ 

ん
か
、人
は
其
の
貨
幣
を
銀
行
業

«

の
手
中
に

.委
：ぬ
' 
る
が
爲
吣
偷
敦

.に

送

致

す

る

の

必

要

，に
®

ら
る
 
> 

乙

と

な

ぐ

、
之

を

地

方

.に於
け

る
其
の

隣
人

R
貨
出
す
に
至
る

可

く
、資
金
の
分
埤
を
し

. 

■ 

• 

. 

.

.

.
 

•

て
地
‘
方
の
.

商
工
業
に

取
‘
有
利
な

る
に

至
ら
し
む
可
し
。
然
る
に
若
し

利
率

に
し

て
低
減
せ 

ら
れ
ん
か

、
®
手
は

商
工
業
者

又
は
鄕
紳
に
對

す
る
ょ

K
Vも
寧
ろ

法
定

利
子

を
以
て
鈒
行

業
者 

に
之
を
貨
出
す
な
る
可
し
。

斯
く
て

彼
れ

等

は

法
律
の
侵
犯
せ

ら

る
、
際

に
は
、
銀
行

業
者
の 

資
金
獅
占

ビ
法
#

違
反

の
危
險
ビ

R

基

ぎ
、
自
然

利

子
の

極
度
若
し
く
は
其
の
以
上
を
支
拂
ふ 

に

至
る
可
き
こ
ど
必
然
な

P

O

而
も
自
然
利
子
ギ

七
分

に
し

て
、法
.定

利
子

が
六

分
な

ぅ
と
せ 

ば
資
本

.

家
は
精
々
七
分
の
：一

の
利
益
の

爲

に
法

禁
を

犯
す

.を
欲

ぜ
ざ
る

.可
く
、
銀

行

業

者

.
：
幽

雜
 

々
1

分
の

利
益
R

對
し
て
强
で
借
入
を
行
は

ざ
る

可
く
、资
金
所
有
潘
亦
苋
く
適
法
の
利
益
を 

擧
げ
#

る
が
故
に
、之
を
鈒
行

業
.者
に
貨

付
く

る
こ
と
な

か
る

可
し

o

貨
幣
の
®
然
利
子
を
騰

貴
せ
し
む
る
に
ニ
途
あ

b
。

一
は
一
國
の
貨
幣
が
興
の
人
民
の
負
侦
に
比
し
て
少
額
な
る

.時 

に
し
て
、ニ
は
貨
幣
が
一
國
の
商
工
業
に
比
し
て
少
額
な
る
時

H疋
な
り
。
恰
も
市
場
に

.

.於
け

'̂ 

商ロ

5
が
僅
に
其
の
顧
落
の
需
耍
の
一
半
を
滿
す
に
過
き
ざ
る

®八：！

に

其

の

偎

格

の

騰

貴

を

_
ル 

る
が
如
し
。
法
に
し
て
能
く
有

.效
に
利
子
の
價
格
を
低

.減

.す

.る
を
得
可
し

と

せ
ば
、晋
人
»
又 

合
理
的
に

家
屋

又
•は
r

舶
の
賃
貨
料
に
對
し
て
も
定
率
を
課
す
る
を

#

可
し
。
法
は

.毫

.名

1
 

手
の
負
擔

?:
輕
減

す
る
こ

S
な
く
し
て
、結
局
貨
付
の
技
術
を
發
達
せ
.し
む
る
に
過
ぎ
ざ
る
な 

立

S
o
m
e

 

considerations.

一
千
六
百
九
十

ニ
年
版

p
p

 

1丨
1
1
)
。

L
o
c
k
e

は
屢
、本
論
に
於
.て
貨
附 

を

以
て

正
貨
■と
區

別
.
せ
ざ
る

.の
疎
漏
に
陷

.れ

：

然
も
這
般
の
法
制
に
し
て
、興
の
主
張
遨
の
所
期
の
如
く
、貨
幣
の
國

K

的
®

格
•を
强

M

し
、四
：
 

分
以
上
の
利
子
を
以
て
貨
付
く
る
を
防
遇
し
得
た
办
ビ
す
る
も
誕
の
結
果
は

彼

れ

等

，の

想

象
 

す
る
が
如
く
良
好
な
る
も
の
に
非
す
。

.
第
一
に
そ
は
寒
婦
孤
兇
及
び
貨
幣

-に
於
て
其
の
；資
.產 

を
有
す
る
總

•て
の
者
に
對
し
て

.損
寄
を
與
ふ
河
く
、第
ニ
に
を
は
是
等
の
-人
民
に
罪
な
く
し
て 

掼
喾
を
蒙
ら
し
む
る

.一
方
に
於
て
毫
末
も
國
家
を
利
す
る
こ
と
な
か
る
可
く
祐
三
に
ァ
ぐ
は

{« 

務

を
負

へ

る
商
人
に
利
益
た
る
.の
み
に
し

て
、

商
人
も
債
權
潘
も
典
に
英
國
民
な

&

と
'せ
ば
、
®

m
十

.

1
1

卷

(

一.〇三五

)

、
論

.
亂

.

ジョでロタクの

利

f
舉
說
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八

家
は

K
,の
商

H

業
に
於
て
何

.等
の
掼
得
な
く
、結
局

^

險
に
對
す
る
利
益
，の
不

«

衡
は
®
出
を 

阻
害
し
、纏
て
企
：業
を

m喪
：：

せ

：
し

む

可

く

、
而

し

:

て
第
：四
に
一
定
の

”

交
.：

易
を
推
進
せ
し

.む

.る
が
爲 

に
-は

一
定

比

率
の

貨
幣
を
必

要
，VJ

す
る
が
故
に
•這

般
の

貨
幣
に
し

て
豁
止
せ
ん
か
、之
に
比
例 

し
て
.

易̂
は
減

»

せ
ら
れ

§
る

可
ら
ず
ノ
危
險
大

R

し
て
利
得
，小
な
る
所
に
在

 

>
o
^

多
く
興
の
貨
幣
を

.低
利
^
貸
出
す
の
危
險
を
胃
す
ょ

b

も
、寧
ろ
之
を
菩
藏
す
る
の
途
：を
'擇
ぶ 

な
る
可
し
。
英
國
は
何
等
の

*

坑
を
所
有
せ
ず
、賀
：易
に
依
名
の
外
♦當
を
取

#

し
又
‘
之
を
吾 

人
の
間
に

•«
傲
す

.る
の
方
法

#
.せ
ざ
る

が

故

に
、我
が
贸
易
に
し
て
損
失
を
蒙
ら
ん
か
、我
が

W
. 

£
,は
必

然
之
に
比

^

し
之

R
伴

a

て
逸

失
せ
ざ
る
を
得
ず

'

o

吾
人
ビ
我
が
隣
邦

S

の
間
に
於 

け
る
賀
易
の
不
權
銜
は
當
然
我
が
货
幣
を
拉
し
去

^

て，急
速
に
吾
入
を
貧
窮
の
狀

_

に
_
せ 

ざ
る
を
得
ず
。
斯
く
て

:

L
o
c
k
e

は
最
も
露
骨
な
る
資
易
平
衡
論
者
の
面
目

•を
遺
慽
な
く
發

#
 

せ

P

.:
°

日

，く

自

然

-
に

由

P

て
金
銀
鑛
を
給
與
'せ

ら

る

>
乙

ビ
な

&

國
家
に
枉
ぅ
て
富
裕

.

V
J

爲 

る
の
途
は
跟
に

.征
服
及
.'び
商
業
の
二
者
あ
る
の
み

<£
o

羅
馬
人
は
前

«

に
依
ぅ
て
世
界
^
財 

寶
の
所
有
激
と
爲
れ
久
而
も
我
が
現
今
の
狀
態
に
於
そ
は

^

入

，も

克

く

我

が.劍
戟
に
依
：り
，て 

:

世
界
の
利
を
收
得
し
、被

®

服
：民

i

う
の

®
利
.品

w

貢
称

w
を
：以：

+て
_

用
.支

.辨

0

*
本
^
ら
し

め
ん
と
を
期
待
す
，る
能
は

h

る
.可

し

.？

然

れ

ば

商

秦
ば

財

®

に
寧
し

.て
も
又
は
生
存
に
»
し 

て
も
吾
人
に
殘
さ
れ
，た
る

it
一
 

の
手

.段
"な

b

o

;

©し
て
我
が
有
利
な

.る
地
位

.は：海

「
事
に
於
て 

敢
爲

且

つ
堪
能
な
る
我
が
人
民
の
勸
勉
及
び

資

性
ビ
相
俟
ち
て
自
ら
之
に
對
し
て
吾
人

t
適
 

應
.せ
し
め

.斯
く

て
楚
に
依

6

て
英
國

民
は
今
日
に
至
る
ま
で
支
持
せ
ら
れ
、而
し
て
質

爲

は
殆 

ど
：
.其
の
自

*

に
放
任
せ
ら
れ
、單

.に
上
述
せ
る
天
然
の
利
益
に
由
り
て
援
助
せ
：ら
る
、
の
み
に 

し
て
、党

く

吾
人
に

富

裕

ビ
充
實

S

を
.齋
し
、英
國
を
し
て
恒

R

其
の
■
邦

ビ
同
等
の
位
徵

{縱
.令

其
の
孰
れ
に
對
し

y

も
優
越
す

.る

^
と
.な
か

i

し
ヒ
す
る
も

)

に
坐
せ
し
め
た
り
。
而
し
て

®

. 

........
 

...

し
航
海
の
改
正

(

主
ビ
し
て
一
千
六
耳
六
十
年

.の
航
海
條
例
ご

car. 

I
L 

0
. 

ICO
を
意
味

す

る
も 

の
な
る
可
し
、當
時

，之
：：

に
對
し
て
發
せ
ら
れ
た
る
是
非
の
論
は

c

i
が
.A

 

N
e
w

 

Discourse 

of 

Trade, 

chap. IV. U

據
>

て
窺
知
す
，る
を
得

可

し)

以
來
、

K
R
 

0 

0
せ

ら
れ

、M

に
良
く g

知
.せ
ら 

れ
た
る
贸
易
の
利
益
が
吾
人
に
對
し
て
幾
多
の
競

#

潘
を
愤
起
せ
し
む
る
こ
と
な
く
、前
數
代 

に
於
け
る

®
奇
す
可
き
政
策
が
.他
の
敵
手
を
し
て
吾
人
ビ
和
並
ん
で
海
事
に
從
事
せ
し
む
る 

こ
と
な
か
り
し
な
ら
ん
に
は
芷
に
何
等
の
因
難
な
く
し
て
這
舣
の
地
位
を
持
緻
し
得
た
り
し 

な
る

可
し
。
而
も
今
や
彼
れ
等
敵
手
は
我
が
失
策
又
は
貨
幣
の
缺
乏

R
山
■
纟

て
吾
人
の
手
中

笫
十
ニ
怨

(

一〇三七

〕

論

0

ゥ
a

ン。ロ
^

クの
_
利子̂
說
 

笟
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第八號
 

一〇

.

.

.

ょ

&

逸
失
す
可
き
質
易
の
，有

.^
を
部

.分
を
彼
，れ

.
'等
自
身
の
手
中
に
略
：取
す
可
き
，こ
ビ
明
な
う
、
 

而

し

V
.

之
に
し

て
一
度
失
は
れ
ん
か
，、事
後
の
：注
：意
に

.依

.う
て

>再
^

て
容
易
の

)
業
む
ぁ
ら
す
。

.

.即
ち
質
易
の
流
は
，宛
も
水

〉

の
も
れ

0
一
如
く
自
ら
^
路
を
形
成
す
る 

も
.の
•に
し
で
、既
に
其
の
兩
岸
の
間
に
深
く
緒
入
せ
’る
河
川

の
如
ぐ
、
後
に
至
う
て
其

.の
方
向

?: 

轉
換
せ
し
む
る

.乙
と
類
し

o

斯
く
て
貿
易
は
，财
窝
を
生
■產
す
る
が
爲
に
缺
く
可
ら
ざ
る
も
の 

に
し
て
貨
幣
は
又
質
易
を
遂
行
す
る
が
爲
に
必
須

5:
る

も

の

-S
、特
に
注
意
警
肯
を

0 

す
‘

所
し
て
、避
し
此
の
一
事
に
し
て
忽
：諸

R
附
せ
ら
れ
ん

.か
、吾
人
は
吾
人
,の
間
に
種
冷
な
る 

尊
段

?:
:
M
し
、洛
自
の
，手
ょ
り
得
た
る
小
額
の
貨
幣
を
合
し
て

^

が
窮
ま
を
防
止

‘せ
ん
と
隹

|

腐 

す
.る
も

其

の
效
な
か
る

可
く
、贸

易
の

.
衰
頹
は
急
速

；
.に
有
ゆ
る
殘
餘
を
消

.耗

し

去

る
可
く
、
楚
こ 

至
う
て
恐
ら
く
利
子
の

.f
f

i

下
.

^
由

&
:て
：其
の

.
'所
.有
地

0.
.價
値

を
騰
贲
せ
し

ひ
可
き
を
.期
待
せ 

る
地
主
は
、貨
幣
滅
し

.て
業
務
を
持
續
=す

る
能
は

w

る
が

救
に
其
の
土
地
を
賃
借
す

可
き

•農
夫 

若
し
く
は
之

'
.を
購
入
す
，

可

き

®

手

を
も
得
る

M

ぐ

J
能

は
ず
し
て
、

其

の
豫
想
は
無
殘
に

破
壤
せ 

ら

る
、
乙

ビ

、
爲

る
：
可

し

。.
然
れ
ば
.貨
幣
の

貸

：付

を
妨
害
す
る
；も

0

«
尊

て

.質

ー

易

を

損

傷

す 

可
く
斯
く
て
‘贷
出
を
阻
止
す
る

に

至
る
可
き
利

.子
低
減

.ネ
之
に
準
じ
て
資
易
の
取

«

を

®

^

せ
し
む
可
き
貨
幣

■の
潮
流
を
抑
塞
し
、以

©
 
0
.
0 

®
 

^
 

 ̂

M
 

b 

H t

s
 
o 

然
も

’以
上
は
悉
く
食
借

.
»賞
事
者
が
總

V

英
國
人
な

^v^

假
定
し
て
の
論
な
ダ
、若
し
貨
年 

に
し
て
外
國
人
な
り
と
せ
ん
か

-利
子
を
六
分
ょ
ぅ
四
分

if
低
減
す
る
に

0 
P

て
國
家
は
年

 ̂

外
國
人
に
支
拂
ふ
可
き
.利
子
の
三
分
の

 

一•を
利
す
る
こ

ノ
レ 

> 

爲

る

可

し
.0
.
然

れ

，
ど

も

斯
く

.

の 

如
き
利
子
の
低
減
は
我
が
國
產
物
の
價
格
を
下
落
せ
し
む
る
か

.
•又
は
.我
が
質
爲
を
減
少
せ
し 

む
る
か
、然
ら
ざ
れ
ば
或
は
豫
期
の
如
く
高
利
を
防
止
.す
る
こ
と
な
き
か
、三
者

.中
-魏
れ

か

の
結 

渠
を
生
す

^

し
。

即
ち
恭
し
，利
子
低
減
の
際
に

‘吾
人
が

«'
.幣

を
缺
ぐ

 ̂

Vビ
な
し
ど
せ
ば
、毫
も 

导
办
隣
ず
ょ
办
高
步
の

.芽
子
を

.以

■て
.&*
入
る

.、
?:
.抑
制
す

.

.る
の
必

K-
.存
.
せ

ざ

る

可

し

。

而

.

.
し 

て
若
し
菩
人
に
し
て
貨
幣
を
缺
く
と
せ
ば
、必
舉
は
依
然
と
し
て
吾
人
を
驅
つ
て
彼
、
等

' X 
P 

fe
入
を
爲
さ
し
む
可

.く
、而
し
.て
其
の
利
子
步
合
は
偏

_に
吾
人
，が

.
必
0

の

程

度

：
に
一
由
>
9て
..決

定
 

せ

ら

る

'
可ぐ

V

て
、我

/か
法
律

0.
規

定

に

從

-
ふ

と
 

'な
か
'
る
^-

し
。

若
：し
又
吾
人
に
し
て
借
入
を 

行
は
ず
し
て
货
幣
の
稀
少
钇
吿
ぐ
る
こ

? 
>
爲
ら
ん
か
、商
人

.の
ft
入
及
び

»

«1
並
に
エ

E

の
 

製
作
は
是

.が
爲
に
阻

®

せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ず
。
然

^.
.
,
 
一'■國

は

是

に

：
由

も

て

偏

：
に
_
貨

赂

の

缺
 

乏
企
業
の
停
止
が
我

f
利
得
を
阻
害
す
る
に
因
ぅ
て
、吾
人
'に
對
す
る
貨
幣
の
誘
入
を
抑
制
す

第
十
二
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ジ
ョ
ブ
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ダ
の
利
子
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訧

.•
 

笫
A

m

一
二

る
■程
度
に
比
し
、外
國
人
に

*
ず

.る
刺
子
の
支
挪
：が
我
が
貨
幣
を
拉
ト
去
る
の
多
寒
に

比
一
例
し 

て
掼

'得

の
差
を
生
ず
可

ぐ

パ
C
は
軍

に

吾
人
が
幾
許
の
貨
幣
を
幾
分
の
.利
子
を
以
て
外
國
人
よ

り
借
入
る
、
や
、而
し

.て

.又
吾
：人
が
資
易
上
該
貨
幣
よ
ぅ
し
て
幾
許
の
利
«.を
擧
ち
得
る
や
を

.

 

•
 

.

知
悉
せ
る
潘
に
依
り
て
の
み
能
く
積
算
せ
ら
る
、
を
得
可
し
。
而
も
吾
人
が
貧
富
の
岐
る
、
 

は
全
く
吾

人

が

利
附
借
入
を
爲
す
ビ
否

と

に

侬
賴
す
る
に
非

.ず
し
て
、我
が
消
费
財
の
輸
入
茬 

し
ぐ
は
輸
出
の
多
寡
に
存
す
る

^
ビ
調
査

.に
照
し
て
眞
な
る
に
庶
幾
し
。
斯
く
て
苦
し
商
人 

の
利
得
が
其
の
利
字
以
上
に
し
て
へ
然
ら
ず
ん
ば

-彼
れ

^
交
易
を
營
^
ざ
る
可
き
が
故
に
利
得 

が
常
に
利
子
よ
り
も
大
な

：

る
可

&

こ

^
}確
實
な

1

、借
入
金
を
以
て
交
易
せ
ら
れ
た
る
も
の
は 

悉
く
我

'が
輸
入
に
對
す
，る
輸
出
の
超
過
に
外
な
ら
ず

S
せ
ば
、國
家
は
這
般
の
借
人
に
依

^V

て 

商
人
の
利
得
が

W

の
^

^
以
上
に
存
す
る
範
圆
內
に

.於
て
利
す
る
所
ぁ
る
可
し
。
而
も
若
し 

吾
人
に
し
て
止
に
自
己
，の

'失
费
の
爲

R
借
入
を
爲
せ

A w

せ
ば
、吾
人
は
其
の
消
费
せ
る
貨
物 

に
.對
す
る
貨
幣
の

■支
挪
及

.び
M

貨
幣
に
對
す
る
利
子
の
支
拂
に
凼

b

て

-:
重
'に
貧
困
を
來
す 

可
し
。

.然
i
商
質
は
其
の

㈣

子
よ

.

o
v

も
大
な
る
報
酬
を
收
む
る
に
由

A

て
終
始
利

.得
す
可

§ 

な
、
。

曲
是
觀
之
外
資
輸
入
其
の

物

は
國
，家
を
し
て
富
裕
若
.'し

く

は
貧
囷
に

_
赴
か
：し
む
る
も

の
に
あ
ら
ず
、即
ち
そ
は
爾

織
0

結
果
を
生

'
ず
る

乙

^

あ
る
可
く

-
f

我
；が；收
權
及
び
工
業
品 

を
以
て
支
拂
ひ
得
る
以
上
の

消
t

は
窮
乏
を
誘
致
す
可
く
、而
し
て
窮
乏
.は
又
借
入

を

誘
起
す 

る

に
至
る
.な
り
。
貴

#

の
，質
易
に
取

&

て
必
要
な

.
る
は

之
を 

一j

重

に
0

察

す

る

を

得
可
し
。
 

第
一
は
勞
働
潜
及
び
地

ま

に

支
拂
ふ
可
き
人
の

.

手
中

に
存

す
.

る
，場

合

R

し

て
、̂

し
此

の
11

の

人
に
し
て
貨
幣
を
缺
か
ん
か

X

業
品
は
库
產
を
絕

.し
、質
易
は
是
に

_

り
て
停
±
損
傷
せ
ら
る

,

 

、
.

 

.
1
 

……

.

>•
;

.

;

.

 

.

.

.

 

.

 

. 

•

可
し
。
第一

 

'一は
消
；费
齊

(

彼
れ
は
玆
に
此
の
語
を
以
て
■輸
出
の
目
的
を
以
て
貨
物
の
製
造
せ
ら 

れ
た
る
際
に
之
を
購
入
す
る
者
を
意
味
す

)

の
爭
中
に
存
す

る

場
合
に
し
て
、彼
に
し
て
貨
幣
を 

缺
か

ば

'®
物

の
價
値
は
減
少
す

.可
ぐ
、從
て
國
家
は
價
格
を
損
ゑ
す
可
し
。
斯
く
て
利
子
に
し 

て
低

_

せ
ら
る

\
も
、外
人
を
し
て
我
が
條
件
に
服
せ
し
む
る
能
は
す
ん
ば
、不
幸
な
る
結

M

は 

'偏
に

5

,
地
主
及
び

.エ
底
の
上
に
襲
來
す
可
し
。

外
人
に
し
て
若
し
我
が
國
法
に
强
制
'せ
ら 

れ
て
單
に
我
が
法
定
の
刹
率
を
以
て
吾
人

^
貨
幣
を
貸
附
く
る

?:
得
る
か
、然
ら
ざ
れ
ば
全
然 

貸
出
を
行
ふ
を
得
ず
と
せ
ば
、彼
れ
等
は
恐
ら
く
之
を
本
國
に
囘
收
し
、他
郷
に
於
け
る
よ
ぅ
も 

寧
ろ
四
分
利
を
以
て
自
國
內

^
貸
附
く
る
を
以
て

M 
F
安
全
な
令
と
思
：惟
一
す
る
に
至
る
可
し
、
 

加
：之
、我
が
商
質
が
«
幣
を
缺

く

時
は
我
が
市
場

0

-«
格
は
低
落
す

.る
が
故
穴
、和

'蘭
人
は
其
の

..

姑

十】

S

へ」

〇

四
3

論

說

ジ
1
1
1ゾ.，
ロ
少
ク
の
刺
+
學
說

 

站
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ク
ョ
ソ
ら
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ク
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利
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學
說

 

筋八號.

一四

貨
幣
を
四
分
利
を
以
て

.英
國
商
人
に
資
金
ビ
し
て
貨
出
す
ょ
ぅ

A
自
.ら
我
が
貨
物
を
購

入
，す 

る
に
凼
り
て
利
得
す
る
所

31

に
大
な
る
可
き
を
知
る
，が
故
に
、彼
れ
等
が
货
幣
の
餘
剩
も
彼
れ 

等
を
誘
ひ
て
五
ロ
人
に
©
出
さ
し
む
る

こ

ビ

能
は
ざ
る
可
し
、而
し
て

又

航

泥

條

例

の
如

き

も

今 

日
旣
に
英
國
商
人
の
觀
ぁ
る
多
數
の
蔣
が
事
實
和
蘭
人
の

代

，

理
商
に
過
ぎ
ず
し
て
、彼
れ
等
自 

己
の
名
儀
に
於
て
他
人
の
爲
に
交
易
を
行
ひ
つ
、
ぁ
る
を
疑
ふ
咨
あ
る
程
な
る
_が
故
に
蕺
も 

彼
れ
等
の
到
來
を
妨
逷
す
る
の
效
果
な
か
る
可
し

(

P

V17—
2
1
)
。

利
子
低
減
を
主
張
す
る
が
爲
に
著
さ
れ
穴
る

一
論
文
に
於
て
、

這

個
外
人
の
資
金
囘
攸
に
ぬ 

ぅ
我
が
贸
易
を

®

傷
す
可
し
と
の
議
論
に
答
へ
て
、論
者
は
^
國
人
の
貨
幣
は
現
金
苦
く
は
地 

金
を
以
て
國
內
に
誘
致
せ

6 
•る
、
に
あ
ら
す
し

て
、財
貨

^

し
.
く

は
爲
替
手
形
に
依
る

も
の
な 

办
、而
し
て
そ
が
支
拂
る
、
場
合
に
は
財
貨
苦
し
く
は
爲
#
手
形
を
以
て
返
却
せ
ら
れ
ざ
る
可 

4
b
t

?r
く
て
國
內
の
貨
幣
を
減
少
す
る

こ

と

な

か
る

可
し

」

^

^
主

張

せ

，
^

。
然

れ

ど

も

果
し
て 

論
者
の
言
の

如
く
，
外
資
は
悉
く
貨
物
又
は
爲
替
手
形
に
依

h

て
輸
入
せ
ら
れ
現
金
又
は
地
金 

に
依
る

こ
と
な
し
と
せ

ば
@

人
は

如
.何

に
し
て

地
金
若
し
く
は
貨
幣
を
所
有
す

る
に

至
れ
る 

や
。

吾
人
は
金
の
我
が
國
に
生
ず
る

こ
，と
な
き
を
知
る
、两
し
‘て

鈒

の
產
额
亦
殆
ど
！

i

ふ

に
足

ら
す

'現
今
英
國

.內
に
存
す
る
銀
の
大
部
分
は
我
が
鳥

r
sit於

：.

け
.る
縣
れ
の
鏃
坑
ょ

6

も
擁
取 

せ
ら
れ
た
る
所
に
ぁ
ら
ず

:0
若
し
：論
考
に
し
て
此
.の
地
に
對
し
利
附
に
セ
其
の
貨
幣
を

©
出
. 

せ
る
和
蘭
に
於
け
る
金
主
が

•之
を
地
金
若
し
く
は
正
金
を

‘以
て
此
の
地
に

.送
達

•
.せ
ざ
る
も
.の
 

W

思
料
せ
ば
、そ
は
^
の
眞
僞
孰
れ
に
拘
ら
ず
論
潜
の
論
旨
を
援
識
す
る
も
の
に
ぁ
ら
ず
。
即 

^

若
し
彼
れ

.に
し
て

«

の
貨
幣
を
彼
れ
の
隣
人
な
る
一
商
人
に
支
拂
ひ
、之
に
對
し
て
英
國
に 

於
て
支
挪
は
る
可
き
興
の

手
形

を
購
入
せ
り

ビ
せ
ば
、彼
れ
は

®

商
人
を
し
て

本
來
拟

れ
が
拉 

し
去
る
可
き
其
の
權
利
に
屬
す
る
貨
幣
を
英
國
內
に
残
存
せ
’し
め
た
る
も
の
に
外
な
ら
ざ
る 

が
故
に
、宛
も
彼
れ
，は
該
金
额
を
送
達
せ
る

S

 
ニ
の
行
爲
を
行
へ
る
も
の
な
り
。
裳

に
論
，者 

0
所
言
の
如
く
我
が

'國
.法
.は
現
金
を
以
て
支
挪
.を
爲
す

Z
ビ
を
許
さ
ず

と

»

«
般
の
法
制
は 

郭
公
を
權
の
裡
に
圆
ふ

?

j
l
^
cu
g
-n
>
B-
?
e c

o
o
k
o
e
)

も
の
に
じ
て
何
等
の
效
艰
あ
る
も
の
に
あ 

ら
ず
。

即
ち
苕
し
吾
人
が

'貨
物
を
輸
出
す
る
乙
と
な
く
、之.に
對
し
て
我
が
'商
人
が
其
の
權
利 

に
屬
す
る
貨
盤
を
和
蘭
に

-於
て
有
す
る
こ
ビ
な
し
と
せ
ば
、

を

は
如
何
に

し

て
爲
替
手
形
に
趴 

i

て
支
拂
は
れ
得
可
き

。

®
し

.て
一
百

#

を
價
す
る
貨
物
は
決
し
；て
ニ
百

#

の
貨
幣
を

«

_
 

: b

得
る

こ

€

な
き

5

 

>

9 

0

而
も

'
.是
、住
々
人
を
誤

»

に
.導
く
所

^

る
：を
。以

て

L
o
c
k
e
,

は
或
は
賀

¥

ニ
卷
、

(

1
〇四三

)

論
説
ク

m

ソ
0
ロ
5\
ク

の

利

子

堞

訧

，

 

婼
八
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m
十

二

餘(

}〇
四四：}

論

0

ジ

ョ

ソ

ソ

ク

の

利

子

^
說 

：、

爲
の
例
に
就
き
、或
は
農
《
の
經
濟
に
準
へ
て
之
を
砌
明
せ
ん
と
努
め
た
り
。
斯
く
て
彼
れ
よ 

論
者
の

所

說
如
何
に
拘
ら
す
、货
幣
を
英

國
內

S

致
す
る
の

途
は

菩
人
が

販
賣
す

る
所
の

も 

の
を
以
て
支
拂
ひ

‘
得
る
よ
办
も
、

此

の
地
に

在

b

て.外
國
貨
物
を
消

'*
す
る

こ

ど

少
&
に
侬
る 

の
外
あ
る

乙

と
な
べ
吾
人
が
外
人
に
對
し
て
負
へ
る
慎
務
は
海
外
に
輸
出
寶
却
せ
ら
れ
た
る 

我
か
^

胗
が
彼
の
地

R

於
て
我
が
商
人
の
或

第
に

對
し
て

支

挪
は
る
可
き
貨

«

又
は
顧

.1

を 

誘
起

す
る
に

至
る
ま

で
は
爲

#
手
形
に
依
ら

て
支

拂
ぼ

る
る
こ
と

能
は

ざ
る

も
の
な

.cv 

v
j

输 

結
せ
&

.

切
ち
货

fi
-

教
し
く
は
貨
幣
恨
値
を
有
す
る
物
以
外
に
債

if

を
償
還
す
可
き
物
な

'

く
、
 

紙
上

に
B 
3

れ
た
る

i 
ニ
^
1わ
の
文

字

の
到
底
能
す
る
所
に
あ
ら
ず
、彼
れ
等
に
し
て

^

し
實
惯 

を
有
し
货
幣

R
代
へ
て
使
用
せ
ら
る

yを
得
ば

®

人
は
何
が
故
に
我
が
織
物
、給
及
び
錫
に
代 

へV

之
を
市
場
に
交
付
し

®

に
低
廉
な
：る
價
格
を
以
て
所

®

の
貨
物
を
職
入
せ
ざ
る
や

。

m
 

に

爲

替

手

形

を

，
以

V
;

行

a
ヾ
得
る
は
其
：の
*
利
に
屬
し
又
は
信
用
を
以
て
借
入
れ
た
る
在
外
貨 

幣
を
何
人
に
對
し
て
支
拂
ふ
可
き
や
を
命
令
す
る
に
在

f

m
し

1:
吾
人
が
旣
に
支
拂
を
受

.く 

可
き

«

羽
を

^

す
る
は
其
の
源

R
溯
れ
ば

.此
の
地
よ
ぅ
送
達
せ
る
貨
：物
又
は
貨

.幣
に

®
P

て
 

然
る

s

;
 P

し
も

の
な
る
を
細
る

.可
く
、若
し
又
信
用
に
由

b

て
焴
入
れ
ら
れ
释
る
も

I

会

ビ
せ
ば
、を
は
窮
極
此
の
地
ょ
り
，途

*

せ
ら
る
可
き
貨
幣
又
は
貨
物
に
依
ゲ
て
支
拂
は
る
，
に 

非

^

れ
ば
此
の

il
l

に
於
け

■る
商
人
は
破

.產
の
境
涯
に
陷
ら
ざ

.る
；
を
得
す

云

冷

ヾ

し

へ
§
,

即
ち
當
時
に
在
ぅ
て
は
貨
物
は
早
晚
貨
物
を
以
て
支
拂
は
る
可
き
も
の

.深

5

と
の
理
論
は
未 

だ
購
明
せ
ら
る
、
に
至
ら
ず
。

L
o
c
k
e

0
如

&

マ
I

力
ン
チ
ジ
ス
ト
の
觅
た
る
は

3hort run 

R 

於
け
る
貨
物
對
貨
物

.の
支
拂
に
し
て
、彼
れ
等
は
時
令
貨
幣
を
以
て
支
拂
は
る
可
き
國
際
貨
昔 

の
差
額
あ
る
も
の
マ

」

い
信
せ
し

5
p 

(Ashley, 

Surveys Historic a
n
d

rtconoml

p*I
9
0
0
. p. 

2
9
IV 

參喂
ン
。

前
述
の
如
く
.一 

國
.の
.財
富
及
び
貨
幣
は
自

_

の
貨
物
若
し
く
は

'勢
働
：を
以
て
支
拂
は
る

\ 

以
上
に
外
國
商
品
を

_

廣
す
る
に
由

6

て
減
少
す
る
を
以
て
通
態

^:
す
る

.も
、一
國
ょ

P
，送致 

す
る
平
需
品
に
依
办
て
國
外
に
於
け
る
犬
軍
隊
及
び
同
盟
軍
を
支
持
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
場

合
 

I

は

往

，冷

に

し

てis
R
急
速
且
つ
痛
切
に
財
富
の

®

少
を
來

'す
可
し
。

遮
：莫
英
國
は
宗
敎

*
. 

爭
若
し
く
は
少

く

'と

も
彼
の
航
海
及
び
通
商
革
新
以
後
に
於
て
荠
の

»

上
權
を
擴
張
し
«
の
 

航
海
及
び
通
商
の
安
定
を
得
る
を
以
て
大
陸

k

於
け
る
戰
爭
及
び

征

服

ょ
b

も
國
家
の
利
益 

た
る
こ
と
を
觀
取
し
た
る
が
故
に
、海
外
に
於
け
る
跟
事
费
は
殆
ど
我
が
貧
當
に
影
響
す
る
沂 

な
き
に
至
れ
り
。
次
で
吾
人
は
一
定
比
率
の
貨
僻
が
質
易
に
取
ぅ
て
須
要
な
る
所
以
を
考
察

锘
十
二
猞

(

一
〇
四
五

)

、論

m

次
ョ
v
-«
ロ
、ソ
ク
の
別
子
珙
說
. 

：
第
八
號
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m
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二
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四
六)

論
へ
就
沙
ョ
ン
。ロ

^
クの利子̂
說

 

第凡號
 

I

八
.

せ
ず
る
可
ら
ず
。

凡
を

»

の
餘
環
に
際
し
種
，々
な
る

0

易

の
機
關
を
皱
修

せ
し
む

.る

.货
幣
は 

其
の
水
路
を
池
り
つ

A
.

あ
る
間
に

(

其
の
幾
分

.は
不
動
の
潴
水
池
に

a

か

る

>

れ
ざ
る
可 

し)

總
て
其
の
土
地

X

办

原

.料

を

供

給

す

る

地
生
、之
に
加
工
す

る

勞
働

#

是
等
の
貨
物
を
_

求 

す
る
漭
に
之
を
配
分
す
る
仲
介
業
敦
即
ち

商
人
、
及§

版

商
人
、並

に

之
を
消
費
す
る
消

盤
遨
の

. 

間
に
分
配
せ
ら
る

>
な

b
。
而
し
て
貨
幣
は
總
て
是
等
各
種
の

A «
々
に
取
り
第
一
に

.針

.算
を 

行
ふ

•可

§
.
用
具

.-
;(counters)
と
し
て
、第
ニ
に
之
を
受
理
し
穴
る
者
は
再
び
之
に
對
し
て
隨
時
其 

の
恶
求
す
る
他
貨
物
：の
：

.同
一

®

値
を
取
得
す
可
き
保
瞪
左
る
，可
き
擔
保

(pledges)

ど
し
て
役 

立
つ
が
故
に
必
要
な
る
も
の

^

り
。

一
方
は
其
の
刻
印
及
び
名
惙
に

依

ぅ
、
他

は
其
の

»

久

» 

稀
少
性
及
び
僞
造
に
：適
せ
：：ざ
る
の
特
質
に
外
な
ら
ざ
る

-其
の
實

®

に
依

$

て
行
は
る
、
な
り
。
 

這
般
の
實
價
は
固
ょ

i
本
然
の
も
の
に
非
ず
、單
に
之
に
對
し
て
承
認
を
與
へ
た
る
人
々
の
意 

向
に
基
く
も

.の
な
れ
，ど
も
、而
も
そ
は
普
遍
的
'な
る
が
故
に
槪
し
て
本
然
の
も
の
た
る
ぐ
し
同
一

の
效
果
を
有
す
る

.な
ち
。：

.
然
れ
ど
も
、そ
は
常
に
必
ず
し
も
然
る
に
非
ず
、吾

'人
は

0

城
に
際
し

.

.

. 

- 

■ 

.

又
は
職
艦
內
に
在
り
て
銀
：は
火
藥
に
對
し
て
同

1
の
價
値
を
有
す
る

.ご
？
な
か
る
可
ぐ
、饑
饉

に
際
し
て
は
金
は
之
と
岡

一

量
の
糠
麩
の
镡
値
を
有
せ
ぎ
る
へ
こ
と
知
る
を

■知
/る
な
り
。

斯
.く

>

交
罗
卜
取

6

1

&
此
率
の
貨
幣

.を
必
要
と
す
る
は

»

保
ビ
し
て

0

貨
幣
に
依
賴
す
る
，

6

の
 

に
し
て
針
箅
の
所
具
と
し

-て
の
を
れ
に
あ
ら
す
、何
と
な
れ
ば
：針
算
は
文
書
に
依

6

て
も
之
を 

行
ふ
を
得
る
か
故
な

h
-
0即
ち
余
が
或
人
ょ
り
受
理
し
た
る
手
形
、債

#

又
は
其
の
他
^
僙
嘮 

牆
書
は
果
し
て
是
等
の
證
書
が
藤

1£
に
し
て
適
法
の
も
の
な

&

や
。又
余
に
對
し
て
義
務
を

^
 

へ
.る
潘
が

.正
直
に

:1
>
て
其

0
:責
に
任
ず
可
き
や
を
知
悉
せ
ざ
る
他
人
に
由

A

て
保
證
と
し
て 

「

受
領
せ
ら
る
：

\
乙k

r
^

か
る
可
く
、從

y

流
通
擔
保
物
件
た
，る
に

&

る

の

價

値
!:
有

せ

ざ

る

可
 

く
又
法
は
人

r

全
^

の
承
談
が
金
銀
に
添
加
し
た
る
實
價
を
，手
形
に
對
し
て
赋
與
す
る
こ
と 

能
は
、ざ
る
が

.故
に
、公

*

威
に
據

6

て
手
形
讓
渡
の
場
合
に
於
け
る
が
如
：く
克
く
每
般
の
資
格 

を
具
有
せ
し
：む
る
こ

.ど

.能
k
:ざ
'る
な

6

.

0而
し
て
是
に
由
ぅ
て
吾
人
は
我
が
手
形
若
し
く
は 

®

書
を
以
で
外
國
人
に
對
す
る
支
怫
の
，一
部
に
充
つ
る

^
と
能
は
，ず

-0
縦
令
我
が
國

K

の
間 

に
在
り
て
は
恐
ら
く

.彼
れ
，等
は
貴
重
贫
る
；代

«:
と
し
て

.通
用
す
る

.こ

と

あ

る

'
可

し

と

雖
、而

も

.
 

.伊
是
に
由

6

て
多
ぐ
へ
彼
れ
等
か
疑
惑
、紛

#

及
び
傭
造
を
免
る
、

乙

と
能

ft
.
ざ
る
の
疾
あ
り
、而 

し
て
彼
れ
等

'が
賞
正
確
；實

.な
る
保
！i.

た
る
こ

w

を
’確
.保
ず
る
が
爲

’に
.味
吾
人
の
服
力
或
.は
試 

金
•石
以
外
に

.他
の

0

明
を
要
ず
る

^
と
を

，
®
く

る
を
得
ヤ
。
而
し
て

5

®
の
ぶ
過
炎
其
の
實

:

^

 

- 0
-

:

 

3 

.

第

，

'

_
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第
八
钺
 

ニ 

0

1T
可
能
な

h
と
-す
る
も
結
局

®

人
の
贫
困
を
防

it
,

す
る
こ
ど
な
か
る
可
く
、却
て
齊
人
を
し
て 

«:

の
窮
乏
を
威
知

•す
る

i

と
な

&

ら
し
む
る
に

.
_り
.吾
.人
を
し
て
炎
害
に
臨
：み
て
觅
に
、大
な
、
 

る
不
利
を
感
せ
し
む
る
こ
ビ
明

®

る
が

.故
に
吾
人
を
し

y
-

貧
困
な
ら
し
む
る
の
援
た
る

i

の 

な
り
と

想

像
せ

.ら
る
、
を
得
可
し
。

.遮
：莫
若
し
這
個
手
形
讓
渡
の

方
法
'

に
し
て
輕
為
、安
全
と 

爲

i

つ
.
國
內

I

般
，に
實
施
せ

&
.れ
て
流
通
檐
保
物
件
の

'缺
乏

.
R.基
く
我
が
貿
易
の
衰
退
及 

び
我
；
か
隣
：邦
ょ

i

す
•る

刺
附
借

入
を
抑
制
す
る
に
至
ら
ん
か

、是
に

比
し
て
優
れ
る
も
の
.あ
る 

乙

^
明
な
り

(ppr 

2
8
—

3
2
*

此
の
亂
に
關
し
て
は

前

揭

p
io:
の

N
e
w

 Discourse. 

Chap. 

V
。

を
對
照

せ
ら
る
可
し

)

0

:

.

 

,
,

次
で

r

l
は
彼
れ
が

■當
面
の
間
題
に

®

ぅ
.̂
易
に
取
ぅ
一
定
比
率
の
貨
幣
が
必
要
な

る 

所
以
を

®

明
せ
ん
と

''
.:せ)

b
。
有
ゆ
を

人
‘

は
少
く
ビ
も

彼
れ
に
對
し
て
生
活
又
は
其
の
‘職
業
上 

の
必
®

品
を
供
給
せ
る

*

に
如
時

*

し
く
は

«

期
間
に
賠
償
を
與
ふ

る
に
足
る

可
き
貨
胳
文 

は
時
宜
に
適
せ
る

「

補
.給
：を
有
せ
ざ
る
可
ら
ず
。，
何
と
な

れ
：
ば
人

は
貨
幣

者

し

く

は

信

用

を

.有 

.せ
ざ
る
に
至
る
時
は
是
等
必
須
の
供

.給
を
受
く
る
乙
ビ
能
は
ざ
る

.が
故

.
aり
。
而
し
て
信
用 

枕
或

®

期
拙
に
於
杪
る

®

幣
の
保
證
に
外
な
ら

^

る
な

b
。

斯
く
て
交
舄
に
取
ぅ
地
^
、勞
働

者
及
び
仲
介
業

^

の
®

用
を
：維
持
す
る
に
足
る
だ
け
の
貨
幣
を
必
要
と
し
、而
し
て

.,'. 

.
 

. 

. 

: 

. 

.

■

:

'

•

.て
現
金
は
絕

え
..

ず
商
品
及
び
勞
働
と
交
為
せ
ら
れ
、若
し
く
は
短
期
間
內
に
支
拂
は

.

.

 

"

 

■ 

.

 

.

得
f

な
り
.。
然
れ

ど

：
も

其
の
所
要
の
高
は
；止
に
貨
幣
の
定
量
に
の
み
依
賴
す
る

,
.

 

.

.

.

.

.

'

 I

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

-

 '

 ■

 

.

ず
し
て
其
の
流

®

の
*

豸
に
.

關
係
せ
る
を
以
て
之
を
決
定
す
る
こ

V
J

困
難
な

b

o

:

シ

リ
.

.

ン

ゲ
：

.

 

;

:■
:

r

の
志
.
も
.
或
時
は

.

一
一
十
日
：
：
間

.
に
.

一
一
十
人
の
手
に
致
さ
れ
、或
時
は
一
百
.日
間
全
然
同
一

\k

是
に

れ 

'̂
.8

を 

も

.の

.に
非 

即
ち
同

一 

の
手

中
'

に 

の
三
潘
.に 

し
て
^

に 

は
取
引

の

靜
止
す

.る
こ
と
あ
る
が
故
な

b

o
斯
く
 V

 

L
o
c
k
e
,

は
勞
働
者
、地
主
及
び
仲
介
業
潘 

就
き
て

.仔

.
細
に
貴
幣
流
通
：の

狀

態

を
論
述
し
、幾
許
の
貨
幣
が
交

易

遂

行
の

.要
件

ビ 

各
人
の
手
中
に
存
ぜ
：ざ
る
可
ら
ざ
る
や
を
推
定
せ
ん
ビ
せ
り
。
而
し
て
是
が
爲
に 

性
質
を
考
察
せ
ざ
る
可
ら
；ず、而
し
，て
又
之
が
當
事
遨
の
習
慣
及
び

必
要

を
も
注
意
せ

ざ

る
可 

ら
ず
。
長
期
間
に

-少
數
、の
大
支
挪

.あ
る
ょ

P

も
、
@
期
間
に
穸
數
の
小
支
#
あ
る

時
，は
貨
幣
は 

1

層

其
.の
作
用
を
大
な

.ら
し
む
る
を

得
可
し
。

.而

し
て

荷
、
手
形
'の
購
入
又
は
短
期
貨
附
を
行 

ふ
が
爲
に
常
に
銀
行
業
渚
の
.手
中

に
止

る

の
要

あ
る

貨
幣
の

高

及
び

其
の
他
全
然

交
易
に
資 

す
る
こ
と
な
き
者
，の
手
中
に
存
す
可
き
高
を
も
加
，へ
て
計
算
す
る
時
は

勞

働
«

の
質
銀
の
五 

十
分
の

|

、地
主
の
年
收
，の
玛
分
の

|

及
び
仲
介
業
卷
の
年
々
の
利
得
の

U

十
分
の

一

以
下
を

第

十

二

卷(

1

0

四
九)

^

説

ク

n
t

ソ&

少

ク

の

利

子

擧

飢m
,八
敏
 

ニ
ー



'
奶
十
二
，怨
::
0
aL
〇)

P 

▲

 

S
ソ
モ
ジ
名
：擧

馨

：

_ 

焚

號

ニ

，ニ

.

.

.

.

以
■て

一,

國

，の

交

為

を

推

進

す

る

に
.充

分

な

ぅ

と‘思

惟

す

る

こ

と

能

，
は

す

。

.
少
く
も

|

の
ー『

分 

の

I
の
現
金
を
似

v

交
爲
の
諸
機
關
を
運
轉
し
，商
業
の
繁
榮
を
維
持
す
る
を
得
る
も
の
と
退 

像
す
る
能
は
ず
、而
し
て

.
一
國
の
現
金
に
し
て
員
般
の
龙
率

y

失
せ
ん
か
、其
の
_
の
交
易
は
之

にS

じ
て
損
傷

'
 

せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ざ
る

.
®
6

と
論
定
せ
ぅ

(
P

P

 

32^—

セ)

0

@

人
は
以
上
，
の
推

-

:
 

へ
.
 

'
 

.. 

>

左
を
以
て

.P
e
t
t
y

の
.を
れ

.

.と
對
儿
す
る
時
は

.
一
層
風

.味
深

&

を
|
®ゆ
.る

s
o (Quantulu

日cunque 

concerning

^
0
荈
^

1

8

9

5
'0
.
;
?
.
6
.
興
他
參
照

)

。

.
L
o
c
k
e

は
愛
に

*

を
岐
路
に

*

せ
て

徘
施

■重

工

ir
に
入
れ
り
。
仲
介
業
教
の
»
加
は
貨
幣 

循
.環
の
儆
圆
を
衡
大
し
、其

' 0

巡
行
に
際
し
て
停

‘业
の
度
數
を
.增
加
し
、斯

く
.
て
其
の
復
_
は

必 

然
遲
緩
霖
少

の

.度
を
加
べ
て
一
國
の
交
易
を
損
傷
す
可
く
、加
之
彼
れ
等
は
交
易
の
利
得
の
過 

大
な
る
部
分
を
吸

*

す
る
に
：：由り
て
勞
働
者
を
餓
死
せ
し
め
而
し
て
國
內
に
於
け
る
安
定
ノ
不 

動
の

'事
業

S
‘
る
；が

V

故
に
；
#

に
'
;其
の
：利
益
を
保
識
す
る
の
要
あ
る
地
主
を
困
窮
せ
し
む
る
も
の 

な
り
。
然
れ
ば
自
■國
の

：

货
物
は
出
來
得
る
限

b

之
を
生
.產
す
る
者
以
外
に
其
の
販
賣
を
行
ふ 

こ
ビ
を
防
無
す
る
；を
以
て

(

可
ビ
す
°

此
の
點
に
於
て
店
商
人
は
斷
え
ず

.I

定

A

の
货
幣
を
其 

の
手
中
に
保
留
す
る
の
み
な
ら
ず
、社

#

を
し
て
其
の
保
留
の
養
用
を
支
拂
は
レ
む
る
が
故
こ

賭
博
潜
ょ

.シ
ネ
有
害

a

る

-4
の
な

b

0
而
.も
後
者
亦
交
易
の
見
地
ょ

P

»

る
も
禁

0

す
可
き 

も
の
た
る

乙

ビ
論
な
き
所
な
り
。
然
る
に
製
造
業
、は
交
易
裡

:^
於
て
最
も
重
要
な
る
部
^
を 

占
む
る
レ
拘
ら
ず
、最
も
少
額
の
貨
幣
を
以
て
之
を
營
む

.を
得
可
く
、#
に
細
エ
が
旅
料
に
比
し 

て
惯
値
大
，な
る
場
合
に
於
て
其
の
然
る
を
見
名
な
り

。
' 
而
し
て

L
o
c
k
e

は
彼
れ
が
曩
に
揭
げ 

允
る
涫
费
潘

?:
以
.て
;#
殊
.の
#

定
に
價
す
る
も
の

V
J

思
料
す
る
を
拒

.み
た
り
。

日
く
、勞
勋
考 

伸
介
業

I者
叉
は
地

^

の
孰
れ
に
も
燭
せ
ざ
る

.消

®

者
は
極
て
稀
に
し
て
、地
主
の
子
女
及
び
寒

土
地
の
質
子
に
依

6

て

扶

持

せ

ら

る

、

も

の

な

'
る 

く
を
得
可
く
、其
の
他
皆
之
.に
準
ず
る
を
#
可
し
と
：

0

の
如
,

直
接
之
に
依

«

す
る
*

は

®:
の 

が
故
に
等
ん
く
之

^

其
の
名
稱
の
下
に

®
 

(
p
p
.

亡丨43 )
。

:
以
上
の
所
言
據
だ

 

'

て
、吾
，人

は

利

子

の 

も
の
ど
思
料
せ
ら
る
、

5

:

爲
に
、外
八
を
し 

國
民
^
し
て
貨
出
を
遲
疑
せ

し

む
る
，
に

®

 

吾
人
に
與
ふ
る
や
を
知
悉
す
る
を
得
可
し 

影

響
?:
有

す

る

の

觀

あ
1

る
論
.據

あ
.

り
。
0

低
減
が
其
の
危
險
に
對
し
報
酬
の
均
衡
を
得
ざ
る 

て
其
の
貨
幣
を
本
國
に
囘
收
せ

し

め
®
し

く
は
自 

6 
\し

交
易

.を
阻
丘
し
、是
が
爲
に
洳
何
な
る
掼
齊
を 

0

尙
、他
.に
現
今
の
刺
子
低
減
論
に
對
し
有
力
な
る 

ち

利

子

.0
低
下
は

.之
と
比
例
し

y

有
ゆ
る
他
物

.の

.

齡

十

ニ

怨(

ー
〇
五
 
一)

0

說

'sy
a
x
*
nクク
の
利
子
取E

第

八
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二

三
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一
〇
3 t
l
.
I
>
論

•說

ジ

3
v
e 

ロ
タ
ク
の
，利
子
褂
說

價

«

■を
高
上
せ
し

0
可
し

.
€做

す

も

の
.■是

な
Ky 

o

:«
に 

有
ゆ
る
他
物
に
對
す
る
平

®.
に
し
て
、交
為
の
天
秤
に
於 

貨
够
の
價
値
ょ
ぅ
削
減
す

.る
所
愈

*
大
な
れ
ば
愈
、之
•に
對 

を
游
加
す
可
き
こ

V
J

自
#
の
結
果
た
る
に
似
た

>
9
0.
.

即 

て
其
の
價
値
增
加
せ
る
か
若
し
く
は
貨
幣
®
値
減
少
せ

て
貨
幣
の
谓
格
を
削
鱗
す
る
も 

れ
ど
も
吾
人
に
し
て

.

是
R

依
b

，の

は

該

物

件

の

數

量

及

び
其

の
需
要

V
J

比
較
す
可
&
現
金
の
數 

に
這
般
の
理
論
の
誤
謬
を
發
見
し
得
可

し
0

或
貨
物
の
®
要
は 

を

與
_
ふ
可
き
有
用
性

.
劳
し
く
は
好
奇
心

'

又

は
.
時
様
に

.

導

か

る

>' 

可
き
も
の
に
し
て
、

其

の
價
袼
は
畢
竟
買
手
及
び
寶
宇
の
數
に
比 

時
好
の
變
遷
に
見
る

が

如
く
、他
物
に
比
し
特
に
或

一

物

^

對
し 

. «
*

« i
.
幣
の
大
な

る

劍

分

が

费

消
せ

6

る
，、
の
傾
向
あ
る
に
因 

る

の
結

*
を

見
る

な
K
V
0 

.

此
：
の
法

則
は
賣
質
せ
ら

る

可
p

M

て

3 1 に て に 必 る 幣 し 子

の 多 上 由 耍 z 價 む の  

販 數 下 ！） 又 と 値 る 低  
賣 の す て は を の も 減  

高 人 可 決 生 知 尺 の は  

は 々 く 定 活 ら 度 な 之  

增 に 斯 せ の ば た ! > に 

減 由 く ら ，便 容 る 。 準 

す •!） て る 宜 易 も 然 じ

笫
八
號
：

ニ
四

貨
幣
は
是
に
依

h

て
}®
入

し

得

可

き
 

て
反
對
の
狎

JI
I

L

に
在
る
が
故
に
、̂
が 

し
て
交
換
せ
ら
る

•可

3

他
物
の
®
格 

ち
或
物
の
價
格
騰
貴
は
貨
幣
に
比
し 

る
か
に
因
る
も
の
な
り
。
而
し
て
刺 

の
に
し

て
、
從
て
其
の
偎
値
を
減
少
せ 

て
購
入
し

#
可
&
或
物
に
準
じ
て
货

量
た 

其
の 

世
評 

例
し 

同
時

P

て
" 

の
.

物

件
に
普
く
適

|[
1

せ
ら
る
可
く
、往
々
に
し
て
或
特
殊
の
人
の
狂
妄
な
る
嗜
好
を
除
外
す
る
が
故 

に、を
は
交
易
場
裡
に
於
て
或
物
を
し
て
此
の
原
則
に

0

す
る

*例
外

V」

し
て
思
惟
す
る
の
價
値 

あ
ら
し
む
る
が
如
き
重
要
な
る
地
位

'に
達
す

る

乙

と
な
し
。
锻
れ
は
先
づ
生
活
の
必
要
及
び 

便
宜
：
’上
の
要
求
、並
に
之

—

に
，資
す
可
き
消

*

貨
物

t

就
き
是
等
の
も
の
に
對
す
る
貨
幣
の
價
値 

は
«

に
是
等

^
件
の
多
棼
に
比
例
せ
；る
貨
幣
の
多
寡
に
依
賴
す
る
も
の
に
し
て
、當
時
に
於
け 

る
必
要
、法

#

恭
し
く
は
契
約
に
由
ぅ
て
貨
幣

.の
借
入
に

.課
せ
ら
る
可
き
利
子
如
何
に
曲
る
.も 

の
に
あ
ら
ざ
る
：こ
と
を
明
に
：し
，次
で
土
地
に
對
し
て
も
其
の
適
用
を
見
る
所
以
を

.說
か
ん

VJ 

す
。

人
は
絕
對
必
要
の
，物
件
に
對
し
て
は
之
無
き

?:
忍
ば
ん
ょ
り
は
寧
ろ
貨
幣
の
如
何
な
る 

高

：を

も

支

拂

ふ

、可

，

.く
、而
し
て
斯
く
の
如
き
物
件
に
於
て
は
獨
&
其
の
稀
少
性
の
み
が
其
の
價 

格
を
決
定
す
る
な
り
。

,:
:而
し
て
多
少
有
用
な
る
物
件
の
偕
値
も
之
に
類
せ
る
興
の
增
減
の
制 

合
に
，由

b
貨

幣

：に

比

し.：て
上
：下
す
可

&

も
、唯
だ
生
活

0
絕
對
必
栗
品
は
如
何
な
る
價
格
を
以 

て
す
る
も
之
を
取

#

せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
に
、冇
用
物

#

は
單
に
彼
れ
等
が
他
の
布
用
品
に
®
越 

す
る
が
故
に
取
得
せ
ら
る
、
の
點
に
於
て
相
逄
あ
る
の
み
。
故
に
是
等
貨
物
は
孰
れ
も
其
の 

數
量
少
く
、而
し
て
他
の
物
件

.に
比
し
其
の
消
锻
を
選
ば
る
、
に
山

-V

て
定
る
其
の
需
駆
大
な

第
十
二
卷
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1
0
-五
S

-
論

說

沙

ョ

ン

0
ロ
、ソ
ク
の
利
子
级
跳

 

第

八

號
 

ニ
五



m
十二卷

-(

一• 

o
r
.
^
.
v

論
'
.說
' 

クョ.ゾ
 

®
n
2
\ 
クの利子礙

.說

m
\f̂
ニ」

、

る
«

合
に

於
て
の
み

其
の
價
値
上
騰
す

る
な

ト
。
然
れ
ば
利
子
の

高
低
は
英
國
內

に
於
け

 ̂

土
地
、貨
幣
又
は
如
何
な
る
稀
類
の
货
物
を
も
從
前
に
比
し
て
增
滅
せ
し
む
る
，

 

こ
と
な

き

が

故
 

に
、其

の
變

al
に
：由
-り

て：
直
接

に
貨
物

に
對
し
.«
幣
の

價
値

を
變
ず
る
が
如
き
乙
ビ
全

然

な
し
，
 

何
ビ
な

れ
ば
卿
の
尺
度

*

る
も
の
は

偏
に
數
量
及
び
需
要
に
し

て
、
そ
は
利
子
の

變
K

R

ii
l

b
 

て
，
直
接
の

變
化
を
受
く
る

乙

ビ

な
ヾ

-l
E

に
賀
易
關
係
の
變
化
が
貨
幣
舍
し
く
は

®

物

t
誘
入 

又

は'拉

出
す

る
に
，寶
し
、避
に
ぬ
り
て
從
前
に

比

し
早
晚
此

の
地
に
於
け

る

其
の
比
•率

を
變
见 

す
る
に

依
ぅ
て
變
化
を
受
く

可
き

の
み(pp. 

£
丨
4
7
0
。 

'

I
b
c
k
e

 

.は
3£
に
此
の
，點
を
十
分
に
了
解
せ
し
む
る
が
爲
に
土
地
，貨
物
及
び
貨
幣
.の
三
者
に 

就
き
て
之
が
：價
値
發
生
，の
源
因
を
探

.究
せ

i

第
一
に
土

德

の

.®
値

は

そ

が

斷

え

ず

寶

却

し
 

可
き
货
物
を
生
產
す

.る
に
ぬ
ぅ
て
年
々
ー
定
の
听
得
を
生
ず
る
に
基
く

^P

の
な
り

o

J

ニ
 

に
«

物
の
價
値

‘は
彼
れ

.等
か
運
搬
し
得
可
く
且
つ
有
用
な
る
物
件
な
る
が
故
に
其
の
交
^
若 

し
く
は
消

#

に
由

:>
て
生
活
の
必
要
又
は
便
益
を
充
足
す
る
に
存
す
。

胄
—.こ
に
貨
幣
に
於
て 

は
前
ニ

*

に
_

»
ず
る
ニ
重
の
價
値
あ
々
。
即
ち
先
づ
貨
幣
は
其
の
利
子
に
侬

4

て
年
ト

の 

所
得
を

.

致
す

Q

力
あ

b

.、而
し
て
第
ニ
に
交
易
袁
う
て
生
®
上
の
必
要
品
若
し

.

く
は
有
用
品

を
吾
人
に
致
す
を
得
る
が
故
に
愤
値
あ
る
も
の
な
ぅ
。
節

|
の
點
に
於
て
、そ
は
土
地
の

,

«
 

を
.具
.；葙
す

±

地
の
所
得
を
地
代

•
■
し
、貨
难
の
所
得
を
利
子
と

^

ぶ
：。

而
名
兩
者
の
間

:0
差 

違
は
礙
て
僅
少
な

：
>
0 

0 土
地
は
其
の
土
鑛
に
於
て
膏
购
荒
靡
の
相

 

'違
あ

b
、而.し
て
其
の
產
物 

亦
：彼
れ
等
の

®

類
：
.に
於
て
頗
る

®

々
た
る
名
の
あ
り
、其
の

11
値
，亦
彼
れ
等
の
數
量
及
び
需
要 

\に

-#
七
變
化
す
る

;^
貨
幣
は
恒
に
同
！
に
し
て
、而
し
て
其
の
利
子
に
出
办
て
全
國
を
通
じ
て 

同 

ー.

«
の
所
產
を

„與
ふ
る
が
救
£
、爲
政
者
に
侬
ぅ
て
其
の
上
に
蘇
定
せ
ら
れ
た
る
年
令
の
一 

定
步
合
を
有
す
る

.を
得
る
な
り
、而
も
土
一
地
は
然
る
こ

y
j

な
し
。
遮
莫
、一
百
碑
の
法
貨
は
其
の 

法
定
：
.
':
©
.
:値晝
：

I

に
：し

|て
；法：

.の
カ

^
依

6

て
到
：る處
に

.於
て
他
の
'總
て
の
一
百
磅
ど
等
し
く
一 

定

0
商
；品

«

し
く
，は
債
務
に

*

し
"て
支
拂
は
る
、
が
飲
に
、遍
く
全
國
を
通
.じ
て
其
の
時
價
同 

1

に
し
て
土
地
に
比
し
て

^

に
.善
く
評
禮
せ

&'
れ

/2
る
其
の
年
々
の
'賃
子
を
有
す
る
こ
と
を 

得
.可
し
と

'雖
、一

國
灰
於
け
る
貨
幣
薺
し

.く
は
交

.易
の
增
減

ビ

共
に
顧
化
す
る
不
同
な
る
貨
幣 

の
必
要
に

*

き
土
地
其
の

®>

等
し
く
法
に
.據
ぅ
て
決
定
せ
ら
れ
た
る
其
の
年
々
の
賃
子
を 

澍
揭
す
る
こ
と

.能
は
ざ
る

な
，.cv。

T
b
c
k
e

は
愛
に
於
て
、若
し

^
U
m
n
e
y
-
M
a
r
s
h

に
於
け
る
荷

 ̂

る土
：：

地
：が
各

M
、悉；ベ

•品
等

'を，等
し

ラ

し
担

'^
孰
'れ
も
同
一
品
質
：の
牧
草
.の
同
一
蠹
を
生
産
す

雜十ニ怨
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可
し

^

せ
ば
、各

M

は
孰
れ
、も
；同

j

の
惯
値
な
う
、
匕の理曲に基

’き
其
ー
の

' 地
代

•は
法
雜
に
：
0
V
9 

て
制
定
せ
ら
る
、
を
：得

.可
ぐ
、而
し
て
一
百
辦
の
貨
幣
は
年

0

»
以
上
に
對
し
て
貸
出

3

る
可 

ら
す

W

言
ふ
ど
等
し
，ス
吾
人
は

R
u
m
n
e
Y
H
a
r
s
h

に
於
け
る
土
地
の
各

01

は
年
四
十
志
以
上
を 

以
て
賃
貸
せ
ら
る
可
ら
ざ
る
こ
と
を
法
宽
す
る
を
得
る
が
如
し
と
稱
し
て
地
代
說
，に
對
し
て 

暗
示
を
與
へ
た

6
.
0然
も
縱
令

R

i

l

,

H
a
r
s
h

若
し
く
は
全
英
國
に
於
け
る
總
て
の
土
地
は 

典
の
各
飙
が
之
を
同
一
時
に
於
て
他
の
總
て

0 .
飙
ミ
比
較
す
る
も
其
の
逄
物
の
點
に
於
て
全 

然
差
等
な
く
、悉
く

同

-
價
値
な
う

W

す
る
も
、猶、時
を
異
に
し
て
同
一
飙
其
の
物
を
比
較
す
る 

時
は
其
の

‘地
代
の
點
に
於
て
同

i

f

 

f

る
乙

I

か
る
可
く
、斯
く
て

 

一
S

S

て 

31

の
當
時
に
於
け
る

^

が
價
値
を
量
定
し
て
法
定
せ
ら
れ
た
る
地
代
が
.永
く
其
の
效
を
持
績 

す

、可

き

も

のビ

思

®

す
：
る'は
非
な

^V。

0 
b
,
而
し
、て
吾
人
は
へ
物
は
總
て
自
ら
其
の
©
.
路
を
見 

出
す
に
委
せ
ら
る
可
き

4

の
：な
ら
、而
し
て
人
間
，の
先
見
を
以
て
到
底
豫
知
す
る
こ
と
.能
は
ざ 

る
其

0
不
«
.の
變
化
に

.
f
tう
て
常
に

彼

れ
等
の

0

値
を
支
配
す
可
き

.這
«
變
轉
し
て
止
ま
ざ 

る
比
率
及

.び
便
益
に
對

•し
て
橺
規
及
び
限
界
を
設
け
ん
で
す
る
は
不
可
能
な
う

ビ

.の
結
論
に
，
 

到
達
す
可
き
な
ら

.。
而
し
て
貨
幣
は
宿
ゆ
る
貨
物
に
於
け
る
と
等
し
き
變
化
、不
同
を
铯
れ
ざ

る
も
の
な

b

。
加
之
這
個
事
故
の
續
發
に
曲
ぅ
て
生
ず
る
其
の
價
値
の
不
足
な
る
點
に
於
て 

貨
幣
の
步
合
は
土
地
の

®

子
に
比
し
却
て
如
何
な
る

®

家
に
於
て
も

(

法
#

に
據
6

て
制
規
す

.
 

る
こ
.
と
•

困
難
a

る
も
の
：あ
る
な

K

V

O

即

ち

，交

易

場.a

に
生
起
す
る
急

'

激

S

る
變
化
に
加
ふ
る 

に
、
貨
幣
は
之
を
：一
國
に
誘
致
し
又
拉
出
す
る
を
得
る
に
土
地
は
之
を
能
せ
ざ
る
の
一
事
を
以 

て
せ
ぎ
る
可
ら
ざ
る

：

が
故
な

b
(
p
p
.

 

4

00—

5

1)

。

货
.幣は
第

 

一}

の
_

に
於
て
：货
物
の
性
質
を
具
有
す
、而
し
て
單
に

.兩

苕

の

差

違

は

前**
が

槪 

し
て
其
の
交
易

^
由
ヶ
七
菩
人
に
資
し
，其
の
消
费
に
由
る

Z.ビ

殆
ど
無
き
の
點
に
存
す
。

然 

れ
ど
も
貨
幣

.は
有

^

る
，他
の
貨
物
に
比
し
一
般
に
認
知
せ
ら
れ
た
る
價

#

を

有

し

、
而
‘
し

て

名
 

目
、個
數
及
び
量
目
：に
依
ぅ

V

克
く
決
定

.せ
ら
れ
、吾
人
を
し
て
二
貨
物
の
存
在
量
及
び
需
要
の 

比
率
が
他
に
對

し

て
如
何
な
る
可
き
か
を

*

定
す
る
を
得
せ
し
む
る
の
外
^

に
比
し
或
他
の 

物
#S

o

の
交
易
に
於
て
毫
も
一
層
確
定
不
動
な
る
價
値
を
有
す

る

乙

ビ

な
し
。

而
し
て
货
幣

‘ 

は
依

o

て
以
て
吾
人
が
針
®
を
行
ふ
可
き
尺
度
た
る
が
故
に
、物
價
の
變
化
は
先
づ
®
に
於
で 

觀
測
し
得
可
き
の
み
。
是
即
ち
货
幣
が
资

|只
に
際
し
て
授
受
交
易
せ
ら
る
、
其
の
眞
の
偾
値 

に
し
て
、玆
に
他
の
あ
ら
ゆ
る
货
物
に
見
る
と
等
し
き

•高
低
の
變
化

?:
蒙
る
も
の
な

b
。
®
人
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